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慰霊 碑 の 前 で 


芳 流 (kaoru ) 


https://wwwr.pDixiV.ne び novel/show.php?id=17906016 


ダイ の 大 冒険 ヒュ ンマ , ヒュ ン ケ ル , マ ァ ム , アキ ー ム 


か りん と 様 user/19207217 か ら 頂 いた リク エス ト 「 突 然 の ヒュ ンマ を 
浴び る 人 」 を も と に 書い た も の 。 戦車 隊長 殿 編 。 

以前 、Twitter に 上 げ て いた も の で す 。 

表 抵 画像 は 、Flyingbird 様 https://instagram.com/flyingbird rtw 撮影 
の も の を お 借り し て いま す 。 

多 妙 すぎ る お 写真 で 、 岩 えま し た ・・・。 


構想 と し て は 、 も っ と 長い 構成 だ っ た の で す が 、 そ れ だ と 、 時 間 の 
余裕 的 に 、 い つ 書 ける か わか らん 一 と 思い 、 短 くま と め ま し た 。 

お か げ で だ いぶ 端 折 っ た た め 、 何 で この 二 人 が 一 緒 に いる ん だ と 
か 、 何 故 、 あ の 人 が 関わ っ て いる の か と か が 出 て いま せん 。 

ー 番 中 心 の シー ン を 書い ちゃ っ た の で 、 ロ ング version を どう する の 
か は 未定 で す .… 


た だ 、 ア キー ム と ヒュ ン ケ ル は 意外 に 共通 項 が 多い な あと 思い 、 通 
じ る も の が ある ん じゃ な いか と 、 こ れ を 書い て 思い まし た 。 また 取 
り 組 ん で みた い 二 人 で す 。 
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慰霊 牧 の 前 で 


パブ ニカ 大 礼拝 堂 近く に は 、 か つて の 戦い で 散っ た 戦士 た ち を 憶 
む 日 が 建立 され て いた 。 

そこ に は 、 我 が ベン ガー ナ 戦 車 隊 の 英 雲 も 礼 ら れ て いた 。 

巨大 な 岩 の 巨 人 を 相手 に し た 、 あ の 戦い の と きか ら 数 年 が 経っ た 
が 、 自 分 は 、 毎 年 、 こ の 慰霊 祭 の 時 期 に な る と 、 か つて の 部 下 た ち 
を 参り に この 地 を 訪れ て いた 。 

いつ も の 年 は 、 ひっ そり と 、 ひ と けり で 訪問 し て いた 。 

だ が 、 今 年 は 、 自 分 と と も に 、 こ の 地 を 訪れ た 方 が いた 。 

彼 は 、 自 分 と 同じ よう に 、 慰 霊 碑 の 前 に 膝 を つく と 、 頭 を 垂れ て 
衣 悼 の 意 を 表し た 。 

その 横顔 は 、 ひ どく 切な げ で 、 心 か ら 、 亡 き 者 た ち を 悼 ん で いる 
の だ と 、 武 骨 な 自分 に も すぐ に 分 か っ た 。 

彼 も また 、 大 勢 の 部 下 を 失っ た と 語っ て いた 。 


その せい だ ろ つ か 。 
同じ 軍人 と し て 、 和 性 と し て 、 彼 の 生き 様 や 戦い 方 に は ひど く 心 揺 
さぶ ふら れる も の が あっ た 。 


「 あ の ・・・ ヒ ュ ン ケル 殿 。 」 

自分 が 声 を 掛け る と 、 彼 は 、 ゆ っ くり と 顔 を 上 げ 、 自 分 を 見 た 。 
「 感謝 する 、 ア キー ム 殿 。 俺 一 人 で は 、 な か な か この 地 を 訪れ る こ 
と は で き な か っ た 。 」 

彼 が その よう に 語る その 原因 は 、 わ か っ て いた 。 返す 吉 葉 も な 
く 、 目 分 は た だ 、 首 を 横 に 振っ た 。 

彼 が 戦い に 向かう 姿 は 、 何 度 も 目 に し て きた 。 

自分 に と っ て 、 彼 は 、 獣 王 と と も に 、 自 分 た ち ベ ン ガ ー ナ 戦車 隊 
を 救っ て くれ た ひと り だ っ た 。 
そし て 、 戦 線 を と も に する うち に 、 彼 が 、 戦 士 と し て 、 ま た 、 属 と 
し て 、 極め て 優れ た 技能 と 、 多 大 な 経験 を 有 し て いる こと を 実感 し 
た 。 

その 彼 が 、 い ま は 、 剣 を 置い て いる 。 

それ が 不思議 だ っ た 。 


体 を 壊し た こと は 知っ て いる が 、 そ の 指揮 力 は 健在 の は ず だ 。 
あの 戦い の 日 々 は 、 や は り 、 彼 に と っ て 辛い も の だ っ た の だ ろう 
か 。 
上 手 い 吉 葉 が 見 つか ら ず 、 自 分 は 、 た め ら い が ち に 彼 に 声 を 掛け 
た 。 

「 ヒ ュ ン ケル 殿 ・・・ お 尋ね し て よろ し いか 。 」 

「 何 か な 。 」 

「・・・ 貴 公 は 、 何 故 、 あ の 日 々 の 中 、 戦 い 続 ける こと が で きた の 
で し ょ うか 。 

お 立場 お 辛かっ た だ ろう と お 察し ます 。 」 

する と 、 彼 は 、 一 瞬 、 驚 いた よう に 目 を 丸く し た 。 

だ が 、 彼 は 、 す ぐに その 荻 憎 を 邑 消 させ る と 、 ふ っ と 、 笑 み を 浮 
か べた 。 

大 が Sb ee 

ひと つ は 、 師 の 教え の た め 、 だ ろう 。 」 

「 師 ・・・ ア バン 殿 、 で すか 。 」 

「 ああ 。 

俺 が 困難 に 突き 当たっ た と き 、 そ れ を 超え させ て くれ た の は 、 い 
つも 、 師 の 吉 葉 だ っ た 。 

あの 人 の 志 し た 理想 を 、 俺 た ち は 歩 み 続 けた 。 

それ が ひと つ だ 。 」 

彼 は 、 そ こ で いっ た ん 言葉 を 区 切っ た 。 

し ば し の 沈黙 の 後 、 穏 や か に 吉 葉 を 紡い だ 。 

「 そ し て 、 も う ひ と つが 、 妻 の 愛 だ っ た 。 」 

その 意外 な 吉 葉 に 、 自 分 は 少な か ら ず 衝撃 を 受け た 。 

彼 は 、 淡 々 と 語っ た 。 

「 魔王 軍 に いた 頃 の 俺 は 、 詳 解 か ら 来 る 師 へ の 恨み と 勿 稚 な 復讐 心 
に 捕らわれ た 、 ひ どく 幼い 男 だ っ た 。 

だ が 、 そ ん な 俺 に 手 を 差し 伸 べ て くれ た の が 、 妻 だ っ た 。 」 
彼 は 、 愛 お し そう な 眼差し を 遠く に 向け 、 語 っ た 。 

「 妻 に 出会い 、 愛 され る こと も 、 尊 重 さ れる こと も 知っ た 。 

・・ い や 、 思 い 出さ せ て くれ た 。 
誰 に 批 玉 され て も 、 多 く の 人 々 に 手 難 され よう と も 、 俺 に 手 を 差 


し 伸 べ 続け て くれ た 妻 の 愛 が 、 俺 を 支え て くれ た 。 

己 の 因 の 償い の た め に 戦い 続け る こと が で きた の も ・・・ 彼 女 の 
お か げ だ っ た 。 」 

そう し て 、 彼 は 、 自 分 に その 視線 を 向け る と 、 困 っ た よう な 笑み 
を 浮か べた 。 

「 お か し いか も し れん な 。 俺 の よう な 男 が 、 こ ん な 吉 葉 を 使 つ の 
は 。」 

「 い いい いえ ・・・ 貴 公 ら し いか と 、 存 じ ま す 。 」 

そつ うつ か 、 と 思っ た 。 

彼 に と っ て は 、 戦 い 続 けた こと も 、 そ し て いま 剣 を 買い た こと 
も 、 同 じ こ と な の だ 。 

愛さ れる こと と 、 そ れ を 返し て ゆく こと 。 

た だ 、 そ の 手段 が 変わ っ た だ け の こと な の だ 。 

自分 の 吉 葉 に 、 彼 は 、 ほ ん の 少 し だ け 、 嬉 し そう な 笑み を 浮か べ 


「 奥 方 は ・・・。」 

「 今 、 身 重 だ か ら な 。 慰 霊祭 に も 連れ て こら れ な か っ た 。 」 
計 つ で し 汗 か 。 。 

ふと 、 彼 は 、 大 礼拝 堂 の 前 を 通る 大 い 街 道 に 視線 を 送っ た 。 
そし て 、 目 を 見 開く と 、 和 驚 憎 の 声 を 上 げた 。 

「・・・ マ アム ?」 

いま し が た 話 に 出 た ば か り の 、 彼 の 奥方 が 、 街 道 に 立っ て いた 。 
急い で 、 彼 は 、 奥 方 の 元 へ 駆け 寄っ た 。 

自分 も その 後 を 追っ た が 、 途 中 で 、 ふ と 、 無 粋 な 気 が し て 足 を 止 
め た 。 

彼ら に 育 を 向け て 、 大 礼拝 堂 に 目 を や っ た 。 

風 に 乗っ て 、 背 後 か ら 、 二 人 の 会 話 が 聞こ えて きた 。 

「 どう し た ん だ 2 こん な と ころ まで 。 

俺 が ここ に 来る と 、 聞 いた の か ? 」 

「 え え ・・・ 先 生か ら 。 」 

「 ル ー ラ で 来 た の か ? ・・・ 体 に 障る だ ろう 。 」 

「 先生 の ルー ラ で 送っ て も ら っ た の 。 衝撃 も な か っ た か ら 大 丈 
夫 。 」 


Fs っ ここ どう つ し て 、 こ こま で 来 た ん だ すず 」 

「 だ っ て ・・・ 貴 方 が 泣い て いる よう な 気 が し て 。 」 
「・・・ 大 丈夫 だ 。 

アキ ー ム 殿 も 一 緒 だ っ た 。 」 

「 つ ん や o ココ 

漏れ 聞こ えて くる 会 話 に 、 自 分 は 、 懸 命 に 聞こ えな いふ り を し 
だ 。 

だ が 、 奥 方 が 彼 に 向け る 思い が 、 そ し て また 、 彼 の 奥方 へ の 愛情 
が 、 染 みわ た る よう に 広がっ て いく の を 感じ た 。 

人 は 、 愛 され る こと で 、 尊 重 さ れる こと で 、 生 き て いく こと が で 
きる 。 

ヒュ ン ケ ル 殿 、 足 公 は 、 い ま 、 幸 せな の で す な 。 

心 の 中 で 、 彼 に 呼び か ける 。 

彼 の 声 が 聞こ えた 。 

「 ア キー ム 殿 ! 

すま な い が 、 妻 を 送っ て や り た し !。 

こち ら で 失 礼 す る 。 」 

自分 は 、 彼 に 振り 返っ て うつ な ずい た 。 

「 承知 いた し まし た 。 」 

そし て 、 ひ と きわ 大 き な 声 を 上 げ る と 、 彼 の 奥方 に 声 を 掛け た 。 
「 マ ァ ム 殿 ! 

お 身体 、 大 事 に され よ ! 

元気 な お 子 を 産ん で くだ され ! ! 」 

手 を 振っ て 自分 に 答え る 彼女 は 、 明 る い 笑 み を 浮か べ て いた 。 


